
　父牛の“忠富士”は、宮崎県の基幹種雄牛として活躍しており多数
の産子を生産しています。
　母牛は、第１花国の娘牛“みつ１３５の４”（育種価オールA）で高
能力牛として活躍しています。
　検定成績は16頭平均で、枝肉重量489.1㎏・ロース芯面積64.8㎠・
バラ厚8.2㎝・皮下脂肪厚2.7㎝・推定歩留74.8・BMSNo.7.5と良好
な成績です。
　特に去勢については、BMSNo.11が２頭、一般出荷からBMSNo.12
が１頭出ており、高い産肉能力を発揮しています。
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2020.3.7 ホクレン十勝枝肉市場 2019.11.30 ホクレン十勝枝肉市場

一般出荷 現場検定去勢  28.0ヶ月齢
枝肉重量530kg  BMS No.12  A-5
母の血統：勝忠平×金幸

去勢  28.9ヶ月齢
枝肉重量518kg  BMS No.11  A-5
母の血統：平茂晴×金幸

BMS No.12

相性の良い交配：田尻系、藤良系
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